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研究成果の概要（和文）：教会改革が推進された12世紀以来、宗教的情熱につき動かされた女性が各地に輩出
し、ラテン語著作によって社会や文化に影響を与えたが、異端問題に揺れる15世紀初頭のイギリスでは、ドイツ
にあったヘルフタ修道院の修道女、ハッケボーンのメヒティルド(1240-98)のLiber Specialis Gratiae が中英
語に翻訳され、The Boke of Gostely Grace と題され、読者を得た。本研究では、同書を当時の宗教と文化を読
み解く鍵を握る翻訳宗教書と捉え、写本(MS Bodley 220)の調査・校訂し、同書の翻訳・受容のコンテクストを
検討し、神秘主義文学をめぐる諸問題を炙り出した。

研究成果の概要（英文）： Whilst the influence of continental European women writers in Britain has 
been charted and the reception and transmission of their works discovered, Mechthild of Hackeborn's 
revelations have escaped attention, especially from Anglophone scholars, despite the fact that both 
Latin and vernacular versions were widely disseminated in Europe and England.
 This is a new edition of the Middle English version of Mechthild of Hackeborn’s Liber specialis 
gratiae. There are two manuscripts of the Middle English version of the text, London, British 
Library, MS Egerton 2006 and Oxford, Bodleian Library, MS Bodley 220. The new edition will be based 
on the Bodleian manuscript, and contain an introduction, followed by the text and the usual 
apparatus. The new edition will add momentum to new, interdisciplinary, theoretically debated issues
 surrounding Latin texts and their vernaculars translations (including Middle English) in their 
European contexts. 

研究分野： 中世英文学

キーワード： ハッケボーンのメヒティルド　Oxford, MS Bodley 220　中世写本　校訂　コンテクスト

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
中英語の『霊的な恩寵の書』は権威ある翻訳神秘主義文学として受容された。12世紀の教会改革に連動して大陸
で開花した女性神秘家の啓示文学が、教会大分裂で衰弱した西洋ラテン世界の西端に位置するイギリスにおい
て、再生した。中世末の教会改革における教会典礼の重要性に鑑みると、典礼を通して涵養されたヘルフタ修道
院の神秘的霊性は、15世紀のイギリスで時宜を得て吸収されたと言える。本研究で扱ったMS Bodley 220 は、
The Boke of Gostely Grace, edited from Oxford, MS Bodley 220,Liverpool UP, 2020 として刊行される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

中世末にヨーロッパの修道会やベギン会に現れた女性神秘家の著作は聖職者や平信徒の
関心を集め、西洋ラテン世界の霊性や宗教文学に大きな影響を与えた。ビンゲンのヒルデ
ガルト（1098-1129 年）、ヘルフタのゲルトルート（Gertrud of Helfta, 1256-1301/02 年）、
ハッケボーンのメヒティルド（Mechtild of Hackeborn, 1241/42-98/99 年）、ブラバント
のベギン、ワニーのマリー（Marie d’Oignies, 1177 頃-1213 年）、スウェーデンの聖ビ
ルギッタ（1303-73 年）等は神秘的経験を記録したり、口述写本に残し、鎖で絡み合った
ように霊的影響を伝えている。女性神秘家たちは神を視るという神秘主義思想の持つカリ
スマ性を自己の内面に向けたが、その神秘的霊性に畏敬の念を抱く人々は多く、教会権威
にも匹敵する霊的権威を誇った。本研究の背景には、このような女性神秘家の系譜と彼女
たちが宗教界や社会に与えた影響がある。 

 
２． 研究の目的 

女性神秘家の著作は、多くの場合ラテン語で流通したが、14 世紀末には、中英語への翻訳
が始まり、俗語読者に広がった。本研究の目的は、15世紀初頭に中英語に翻訳されたハッ
ケボーンのメヒティルドの『霊的な恩寵の書』 (The Boke of Gostely Grace)の写本の校
訂をとおして、同テクストを研究し、翻訳宗教文学としての歴史的・宗教的コンテクスト
を考察し、イギリス中世末の教会改革においてメヒティルドの啓示文学が果たした役割を
検討することにある。 

 
３． 研究の方法 

『特別の恩寵の書』が訳出された 15 世紀初頭のイギリスは、中世末のカトリシズムが瓦
解していく過程で、異端ロラードや教会改革を求める知識人の動きが拡大し、宗教文学に
対する新たな期待が膨らんだ時代であり、スウェーデンの聖ビルギッタの『啓示』
（Revelationes）やシエナの聖カタリナの『対話』 (Dialogo) などがカルトゥジオ会や
ビルギッタ会の修道士によって翻訳された時期と重なる。確かに、大陸の宗教書が中英語
に翻訳された背景には、14 世紀末から 15 世紀初めのイギリスにおける政治的、宗教的緊
張がある。これらの書物は、カンタベリー大司教トマス・アランデル（1353-1414 年）が
ラテン語聖書の英訳を禁じる教令を発布し、宗教書の厳格な検閲を断行した 1409 年前後
に、教会当局の保証する、権威ある宗教書として翻訳され、流通した。このことは文学史
の観点から大きな意味を持つ。アランデル教令の影響力を論じたニコラス・ワトソンの論
文が発表されて以来、俗語による神学的議論の停滞・断絶・継続が議論されてきた 。ワ
トソンの主張に対する修正主義的研究は数多く刊行され、15世紀の神秘主義文学、説教集、
聖史サイクル劇の多くがアランデルの検閲をすり抜け、独自の思想を展開したことを指摘
しているが 、重要なことは、翻訳・編纂によって神学や神秘主義思想を論じる「地下水
脈」が存在していたことである 。この点について、Vincent Gillespie はアランデル教
令の予期せぬ結果のひとつに、申し分ない出自と非の打ちどころない正統性を誇る、数世
代前のラテン語テクストが英語に翻訳されたことがあると指摘し、文学史上で起きた新た
な動きに目を向けている① 。本研究は『霊的な恩寵の書』を上述の文脈で捉え、同書を 15
世紀の教会・修道院改革が生んだ翻訳宗教書として研究するために、Oxford, Bodleian 
Library MS 220 を Dr Anne Mouron (Oxford University)と Dr Mark Atherton(Oxford 
University)の協力を得て、校訂・研究した。 

 
４． 研究成果 

メヒティルドは 1241/2 年に、ヘルフタ修道院を支えた男爵の家系のひとつであるハッ
ケボーン家に生まれ、7 歳のとき、後にゲルトルート修道院長としてヘルフタの全盛期を
支えることとなる実姉（ハッケボーンのゲルトルート）が生活していたヘルフタ修道院に
入り、長じては先唱者として修道院の典礼を指導した。メヒティルドの霊性を今に伝える
『特別の恩寵の書』(Liber specialis gratiae, 1298/99 年) は、彼女が得た啓示をヘル
フタのゲルトルート等がラテン語で筆記した書物である。メヒティルドの神秘的霊性に対
する人びとの関心は高く、『特別の恩寵の書』は中高ドイツ語、中英語、中世オランダ語、
フランス語、イタリア語などのヨーロッパ諸言語に翻訳され、全ヨーロッパに展開した。
写本調査によって、多くの写本や初期印刷本がラテン語や俗語翻訳で残ることが分かった。
また、中英語テクストは『霊的な恩寵の書』と題され、ロンドン近郊のビルギッタ会・サ
イオン修道院の修道女たちから、読み書きの能力を身に付け、宗教書への関心を高めつつ
あった貴族や裕福な女性平信徒へと広がった。貴族の読者には、ヨーク公妃セシリー・ネ
ヴィル（1415-95 年）等が含まれることが分かり、この知見によって同書の受容研究がさ
らに進むこととなった。 
ヘルフタ修道院では、ゲルトルートの『神の愛の使者』(Legatus divinae pietatis, 1301

年以降)などの優れた著作が生まれたが 、中英語に翻訳されたのはメヒティルドの啓示の
短縮版のみであり、二つの類似した写本（London, British Library MS Egerton 2006 と
Oxford, Bodleian Library MS Bodley 220）が現存する。この他に、『特別な恩寵の書』（ラ
テン語）や『霊的な恩寵の書』（中英語）の抜粋テクストがあり、平信徒の読者のために



制作された宗教書やコンピレーションに含まれる。13世紀のドイツに生きたメヒティルド
は、大陸での高い評判を背景に、権威ある模範として受けとめられた。12－13 世紀のドイ
ツには、ヒルデガルトをはじめ、神の恵みに与り、確固たる信念と力強い主張をとおして
カリスマ性を得た修道女が輩出し、グレゴリウス改革やラテラノ公会議後の教会の再生を
支えたが、神の道具となって活動した女性たちの霊性、霊的権威が、15 世紀のイギリスに
おいて再び注目されることとなったのである。大陸の女性神秘家たちは正統な教義と信心
の模範となり、ジョン・ウィクリフやロラード派との争いで疲弊したキリスト教会の再出
発に際し、新たな始まりを告げる権威ある「声」となった。 
本研究では、MS Bodley 220 を校訂し、リヴァプール大学出版会から刊行されることと

なった。より多くの研究者が同校訂本の読者となり、メヒティルドの研究が発展すること
が国内・欧米の研究者から期待されている。             
尚、本研究では、Oxford, Bodleian Library MS 220を Dr Anne Mouron (Oxford University) 

の協力を得て、校訂・研究し、The Boke of Gostely Grace, edited from Oxford, MS Bodley 
220 with Introduction and Commentary, ed. Naoë Kukita Yoshikawa and Anne Mouron with 
the assistance of Mark Atherton, Exeter Medieval Texts and Studies (Liverpool: 
Liverpool University Press, 2021 forthcoming)の出版契約を締結し、2019 年 6月現在、
2021 年の刊行に向けた準備をしていることを合わせて報告する。 
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